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福井大学連合教職大学院におけるエジプト教員研修

淵本 幸嗣

1.は じめ に

今 日の礼会における変動のスピー ドは目まぐるしく、

どの国においても教育の質の高度化が求められている。

とりわけ、先進国においては、OECDが2030年 の教育の

展望を描き、各国の教育省が具体的な教育方法等の改革

に乗 り出している。

目本においても、文部科学省が、 「OECDEducation

2030」 に参画 し、新学習指導要領に反映させている。

その様な中で、福井大学は、エジプ トの教員研修を引

き受けることとなり、エジプ ト政府 と正式文書に調印 し

た。福井大学連合教職大学院の研修内容が、エジプ ト政

府か ら高く評価 されたのである。

福井県は、子 どもたちの学力体力が、長期にわた り全

国の トップクラスを維持してお り、福井大学は地元の大

学として、これまで教員養成 ・教員研修等で地域貢献を

してきている。

マスコミ各社は、国の学力 ・学習状況調査の公表の際

に、勤勉で真面 口に頑張る福井県の教員や子 どもたちの

姿についてコメン トをしている。それは、教科の学習だ

けでな く、学校行事や総合的な学習等の教育課程全般に

わたる全人教育の成果でもある。

すっか り有名になった 「福井県の清掃」や 「縦持ち」

についても、福井の先生方は長い時間をかけて熟成させ

てきた。

毎年、10県 を超 える都道府県から、先生方が1年 間、

福井県に派遣 され るようになった。教育視察 も年間に約

2.500人 を超えるようになった。

「何も特別のことはしていません。当たり前のことをし

ているだけです。」

と、福井県の先生方は答えるが、他県の先生方か らする

と、「当た り前の レベルが高すぎる。」 とい うことになる

らしい。

ただ、学校生活においては、小学校の時から教科の学

習だけでなく、特別活動の学校行事、児童会活動、学級

活動、クラブ活動を充実させ、子 どもたちの 「主体的で

対話的で深い学び」を補完してきている。福井の学力体

力の高 さの秘密は、この特別活動の質の高さも大きな要

因となっている。

今回、エジプ トの教員研修においては、この特別活動

に重きが置かれている。それであれば、福井県の小学校

は、どの学校もカを入れて取 り組んでお り、参考になる

のではないか と考えた。エジプ ト政府が福井大学に白羽

の矢を当てたことは、理にかなっている。

私 白身、福井県教育庁義務教育課 において、特別活動

の指導主事を経験 したこともあ り、特別活動に光が当た

ることは大変 うれ しく思った。

福井県への教育視察 と言えば、国語や算数、理科、英

語 とい うような教科の学力向上に係 る視察が主で、「学

力調査で高い結呆を残 しているような学校への視察をお

願いします。」とい う依頼が多い。そのような中での特

別活動重視の依頼は、大変珍 しく、我々自身が特別活動

導入に至る歴史的背景や今 口の学習指導要領の記述等を

精査する良い機会 となった。

教職大学院においては、これまで総合的な学習に係 る

探究的なプロジェク ト活動については、実践研究が行わ

れてきているが、望ましい集団活動としての自治的自発

的活動を重視する特別活動 とのコラボ レーションについ

ては、あま り研究が進んでいなかった。

子どもたちは、教科だけでなく総合的な学習の時間、

道徳、特別活動等を通 して学び、成長 してい く。学校教

育においては、子 どもたちが自律的な学びに向か うよ

う、全ての教科、領域を有機的に関連させていくことが

肝要になる。

子 どもたちの教育活動に節度 と潤いを与える特別活動

は、他国に類を見ない日本が生み出 した教育文化であ

る。カ リキュラム ・マネジメン トを工夫 して、調和的な

教育課程 を編成 していくことは、未来の学校においても

重要な課題 となる。それは、福井であってもエジプ トで

あっても共通の課題であるはずだ。

ここでは、福井大学が実施 したエジプ トの教員研修 を

具体的に紹介するとともに、福井大学連合教職大学院に

おける教師教育の海外展開の意義についても明らかにし

たい。
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皿.「EJS」 に係るエジプ トの教員研修

1.エ ジプト大統領の日本式教育導入の熱意

2015年1∫i、 エジプ トの大統領アブ ドルファッター

ハ ・エルシーシーが、エジプ トを訪問した安倍晋三首相

に、 口本の教育への強い関心を示 したことが、エジプ ト

への 日本式教育導入の発端である。 「アラブの春」以

降、政情不安や経済低迷といった状況に直面してきたエ

ジプ トでは、国の未来を担 う子どもたちへの教育が大き

な課題 となっている。

これを受けJlCAと エジプ ト教育 ・技術教育省(以

下、教育省)は 、同年10刀 から2校 の小学校におい

て、手洗い、 日直当番、掃除、体力測定、計算 ドリルを

使った5分 間補習など、 目本の学校で行われている活動

を試行的に導入 した。

その中で特に話題 となったのが、 日直当番である。エ

ジプ トでは成績の良い子どものみが学級のリーダー とし

て先生の手伝いなどを行 う傾向にあったが、 口直になれ

ば、誰もがその一 日は リーダーになれる。そのことが子

どもたちはうれ しくて、順番を楽 しみに待っているとい

う。

掃除については、「掃除などとい うものは、学校で子

どもたちがやることではない。」「子 どもたちを働かせる

べきではない。」という考えで保護者からの反対の声 も

あった。 しかし、子 どもたちが家庭でも掃除を始めたこ

とで、保護者の理解 も得 られるようになった。 こうした

試みか ら、特活がエジプ トでも有効であると期待されて

いる。 さらに、学力向上の鍵としての可能性にも期待が

かかる。

JICAと エジプ トの教育省は、新学年のスター トに先立

ち、2016年9月19日 ～22日 の4日 間にわた り、特別活

動いわゆる 「特活」の実践に向けたセ ミナーを首都カイ

ロで開催 した。教育省は、試行対象校を12校 に拡大す

る方針で、 目本式教育に関心を寄せる大学関係者な ど、

延べ300人 が参加 した。本セ ミナーには、文部科学省に

おいて特別活動の指導に当たってきた國學院大學の杉田

洋教授が招聰 された。

JTCAに よると、参加者からは、「す ぐにでも取 り組ん

でみたい。」などという積極的な声が多数上が り、大好

評の うちに終了したとい う。今後は、エジプ トの子 ども

たちが、よりよい人間関係 を築き、自らが問題 を解決す

る力を養っていくことができるよう、エジプ トの教員の

指導力が問われることになる。JlCAは 、エジプ トの教員

が、 口本を参考に、エジプ トにおいて 「特活」を定着さ

せ ることができるよう、そのプロセスを支援 してい くと

い う。

2.国 際協力機構(JICA)に よる支援

国際 協力機構(JICA)は 、2018年2月22目 に 、カイ

ロにて、エ ジプ ト ・ア ラブ共和国政府 との問で、 「エ ジ

プ ト・日本学校支援 プ ログラム(エ ジプ ト ・日本教育パ

一 トナーシップ)」 を対象 として186億2 ,600万 円を限

度 とす る円借款貸付契約に調印した。以下、JICAの 本事

業に関するコメン トを紹介す る。

本事業は、教育分野向け財政支援 を通 じてエジプ ト政

府が進めるエジプ ト・日本学校(Egypt-JapanSchool。

以 ド、「EJS」とい う。)の 開校に向けた政策実施 ・制度

構築を促すことにより、エジプ トにおける日本式教育

(注1)の 導人 を推進することで、教育の質の改善及び

若者の能力強化を図るものである。

(注1)掃 除、日直、学級会等の特別活動に代表され

る、日本の全人的教育モデル

エジプ トでは、近年の人 口増加 によって学級あた りの

生徒数が過剰になっている。また、義務教育において小

学校3年 生以上は認定試験に合格 しなければ進級 ・進学

できない制度があるので、暗記重視の教育が行われてい

る。結果として、個々の生徒の理解度に応 じた指導や社

会性を育む教育が十分に行われていない。そのために、

規律及び協調性の欠如 といった問題が生 じてお り、学校

教育の質の改善が喫緊の課題 となっている。

これに対 し、エジプ ト政府は、学ぶ意欲や協調性の醸

成に資する 「口本式教育」の導入 を進めてお り、「口本

式教育」に関する研修等を通 し、教員をはじめとした学

校関係者の能力向上や学校運営の改善を口指 している。

本事業は、EJSの 開校及び 口本式教育の導入 ・普及を支

援す るものであり、 日本式教育のガイ ドライン整備や人

材育成支援を口的 として実施中の技術協力プロジェク ト

「学びの質向上のための環境整備プロジェク ト」と共

に、エジプ トの教育の質の改善、若者の能力強化に寄与

するものである。

なお、本事業は、エジプ トの若者の能力強化、同国の

平和 ・安定 ・発展及び繁栄の促進 を口的 として、2016年

2月 に口本 とエジプ ト政府 との問で締結された 「エジプ

ト・日本教育パー トナーシップ」の下で実施 され、同パ
ー トナーシップの達成に資す るものである。

また、本事業で支援を行 うEJSは 、エジプ ト政府によ

り今後エジプ ト全土で開校 され る予定であり、日本式教

育の導入を通 して、すべての人に包摂的かつ公平で質の

高い教育を提供することに貢献す ることになる。

以上のような説明を聞いて最初 に思ったことは、VU

CA(注2)と 呼ばれる 「予測不能な社会状態」における

教育のあ り様を考えた時、あま りに無謀だとい うことで

ある。特別活動のほんの一部の内容を切 り取ってエジプ

トに普及させた としても、エジプ トの子 どもたちが将来

にわたって白律的に学んでいくことにはつながらない。

54StudiesinandonTeacherEducation,Vol.12,2019.6



教師教育研究 第12巻

うまく子 どもたちを管理するために、特別活動のほんの
一部を切 り取ったものを 「ミニ特活」 として

、「目本式

教育ですよ」 とエジプ トをはじめとする海外に輸出する

ことには賛同できない。私には強い違和感があった。学

習指導要領を丁寧に読み込んで、 日本の特別活動が 目指

すことを正 しく伝えなければな らないと思った。ただ

し、エジプ トで 「特活」のセ ミナーを経験 してきた研修

生にとっては、混乱と戸惑いを生ずることになるだろ

う。この詳細については後述する。

(注2)

V…volatility(変 動性)

U…urlcertalnty(イ く石崔実1生)

C…complexity(複 雑 性)

A…ambiguity(曖 昧性)

それぞれの単語の頭文字 をとった造語で、現代のカ

オス化 した経済環境を指す。昨今、あ りとあらゆるも

のを取 り巻 く環境が複雑 さを増 し、将来の予測が困難

な状況になってお り、2010年 代以降は、「VUCAの

時代」が到来 した といわれ るようになった。

3.エジプトの教員研修と福井大学連合教職大学院

2018年12月13日 付の 「日刊県民福井」、「中日新聞」

で以下のような報道が掲載された。(以 下要約)

福井大学連合教職大学院は、 「日本型教育」を学ぶた

めに来 日するエジプ トからの教員を研修員 として受け入

れることを発表 した。エジプ ト政府が、特別活動を軸 と

した 「学校運営」、 「技能教科」、「授業研究」、「幼児教

育」の四テーマで、研修の委託先を公募 し、四テーマす

べてで福井大学の提案が採択され、国内で唯一の受け入

れ先に決まった。

福井市の福井大文京キャンパスで12目 、研修員の受

け入れについて同大学院連合教職開発研究科長の松木健
一氏 らが説明した

。松木教授は、 「福井の教育力の高

さ、支える教師の力、教職大学院の取 り組みを評価 して

もらえたのでは」 と話 した。

青大の鐸塵 とは、このようなことを言 うのだろう。エ

ジプ ト政府が公募 した四つのテーマの全において、福井

大学のプランが採択 されたのである。一つぐらいは委託

先になるのではないかと思っていたので、思わぬ高評価

に驚くとともに、大きな責任 を感 じずにはいられなかっ

た。

しか し、大きな課題が3点 浮上 した。一つ目は、現実

的にこれまでの教職大学院の業務に加えて、新たなジャ

ンルに踏み出す ことになることで、業務が拡大すること

になる。 この新たな業務に挑戦す る必然性をスタッフで

共有することは当然 として、いかに現有のスタッフが協

働 して年間を通 しての長丁場の研修 を支え合 うか、スタ

ッフの業務分担の見直 し、組織マネジメン ト等が求めら

れることになった。

二つ目は、アラビア語 と日本語の分かるスタッフの確

保の問題である。研修期間だけでなく、研修を受け人れ

る準備段階においても、日本語、アラビア語に堪能なス

タッフの確保が必要不可欠である。福井大学連合教職大

学院のスタッフとして、適任者 を早急に採用 しなければ

いけないとい う人事上の課題が浮上 した。

三つ口は、4週 間の長期にわたる研修内容をいかにし

て具体化するか とい うことである。食文化や気候風上の

違 う異国の地で病気にならず有意義な研修を経験 しても

らうために どのような研修を提供するとよいのか。 これ

までJICAが どのように口本型の 「特活」をエジプ トに

普及 させてきているのかとい う支援のあり様や方向性の

違いをも理解 した うえで、どう折 り合いをつけていくの

か、曲げられない ところはいかにして堅持 していくの

か、福井大学の研修プログラムの決定は難 しい作業であ

った。

このようなプロジェク トへのチャレンジは、人生の中

で誰 もが経験できることではない。学校改革マネジメン

トコースの看板を掲げている本学としては、教員が 口本

人であれ、エジプ ト人であれ、相手を選ぶことはできな

い。免許更新講習やJICAの 教員研修の経験を10年 間以

上積み上げてきている本学であれば、アラブ圏の教員研

修であっても、質の高い教師教育を提供できるとい う思

いはあったものの、 どのような トラブルや危機が待ち受

けているのかがわからない不安な思いも少なからずあっ

た。 この時の私の気持ちは、免許更新講習を10年 前に

福井大学で引き受けた時と似たものがあった。

「どうせやるのであれば、エジプ トの先生方にとって

意味のあるものにしよう。」

「いわゆるレクチャー型の研修ではなく、省察的な実

践者 として、自分自身のこれまでの実践を振 り返

り、意味づけ、新たな展望を拓 くことができるよ

うな研修にしよう。」

「未来の教育をデザイ ンし、そこで必要 となる資質能

力をエジプ トの先生方 と共有 したい。」

「未知なるものに挑戦す ることは、新たな学びを生み

川すだろ う。我々が今まで経験 したことのないよ

うな成果が得られるに違いない。」

私 は、 「learningbydoing」 の 精神 とポジテ ィブシ ン

キングで、 これか ら始 まる ビッグプ ロジェク トに挑 戦す

る覚悟 を決 めた。

4.福 井大学でのエジプトの教員研修の概要

今回は、マネジメン トの校長先生方 とアクテ ィビテ
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イの先生方の2バ ッジの研修を同時期 に引き受けるこ

とになった。総勢で40名 を超 える人数が約1か 月間

にわた り研修す る。主なスケジュールは、東京 のラウ

ン ドか ら始ま り、東京の小学校 の参観の後、バスで長

野県 に入 り、伊那小学校の公 開授業を参観 し、福井に

入るとい うものであった。 ここでは、マネ ジメン トの

校長先生方の研修についてその概要を紹介す る。

その中で、今回の研修プロジェク トの推進におい

て、何が最 も困難な阻害要因になっていたのかを明 ら

かにする とともに、その阻害要因をク リアす るために

どのよ うな手立てが有効であったかのか、 とい うこと

についても解 明 していきたい。できるだけ研修 の実際

の様子を詳細に記 したい。

<福 井大学での研修第1日 目2/4(月)>

1)福 井での研修の始まり

EJS・ エジプ ト日本学校に係 る研修 が始まった。

私が今回担 当したのは、校長先生方 のチームであっ

た。 ここでは、その研修の概要 とエ ピソー ドを紹介す

る。 当然 のことではあるが、 これまで経験 したこ との

ないプ ロジェク トであ り、試行錯誤 の連続であった。

様 々な トラブルの経験は、また明 日への学びにつなが

るものであ り、本学のマネジメン トに係 る力量が試 さ

れることで もあった。

学長を迎 えての開会セ レモニー、写真撮影の後 に、

木村准教授か ら 「OECDEducation2030」 の最新情

報についてのプ レゼンがあった。研修生は 「エジプ ト

2030」 で情報をつかんでいるらしく、意欲的な質問が

多数 出た。通訳か ら事前にレクチャー を受 けていた と

お り、エジプ ト人は話 をじっ と聴 くことよりも自己主

張す ることを好む とい うことが確認 できた。一人の質

問が終わ らない うちに、あちらこち らか ら我 も我 もと

質問するのである。今回の研修 メニューをすんな り受

け入れて くれるか少 し心配に もなった。

異 なる人々 との多文化共生は、 これか らの時代 を生

きる上での大きなテーマである。 これまで島国根性で

閉 じた世界で育 ってきた 自分に とっては、意欲 的な彼

らの姿はまぶ しく、いい刺激をもらうことができた。

未来の教育 を考 える上で良きパー トナーを手に入れ

た。

人 は、なかなか変 わらない。 日本人だけで議論 して

いては、議論 が煮詰 まる。教職大学院では、いろいろ

な壁 を超 えたクロスセ ッシ ョンを多用 してきたが、そ

の壁 といっても、所詮は皆 日本人同士での学び合いで

あった。エジプ ト人 からすれば、同質的な者たちの議

論に しか見 えないだろ う。歴史も文化 も違 う人々 との

クロスセ ッシ ョンこそ、異なる者同士の本物の学び合

いを促進す るだろ う。 これまで培ってきた 自分 の価値

観 の問い直 しを考えた時、今回のチャレンジは、絶好

の機会になるに違いない。 自分 自身の変化 を楽 しみ、

学びの記録 として残 したいと考 えた。

や ってみなければわか らないことがある。ま さに

「learningbydoing」 である。今回のチャレンジ

は、我 々スタ ッフの力量が問われる し、成長のチャン

スで もある。 日本 中どこを探 してもやっていない刺激

的なチャレンジである。そのおかげで、私 自身の古い

殻が破 かれ、刷新 できれ ばこんなにありがたいことは

ない。

予定通 り、その後、金沢小、伊那小の研究実践参観

の振 り返 りを2つ の小グールプで行った。校長先生の

グループは、A、B、Cの3班 、各7人 ずつの構成で

終始意欲的な話 し合いが進め られた。30代 、40代 で

校長職 とい うことには驚か された。 この うち半数 ぐら

いが海外で博士号を取得 してお り、英語力の高い研修

生 もいて、英語やアラビア語が会場で飛び交った。

各 自が特に印象深かった ことについて、個人 による

振 り返 りのメモ作 りか ら始めて、3～4人 の小 グルー

プでの話 し合い、7人 の大きなグループでの共有 とい

うス タイルで練 り上 げていった。 これ らは、教職大学

院の月間カンファレンスや免許更新講習 等で行われて

いるカンファレンス方式が とられた。

「聴き合 うこと」 「話 し合 うこと」の対話的な学びを

重視す るスタイル は、明 らかに古いスタイルの伝達型

の研修 スタイル とは異なるものであった。

教職大学院 を開設 した10年 前では、教育県福井 に

おいてもこのよ うな研修スタイル にな じまず、不協和

音 を起 こす院生がいた。互恵的に高 め合 う協働探究的

な研修 スタイルをすんな り受 け入れ る今 回のエ ジプ ト

の先生方の姿は、正直意外だった。

木村先生の全体でのプ レゼンに対す る彼 らの積極的

な反応 には、驚か された。手がい くつ も上が り、質問

す るとともに 自分の考えを浴 々と論 じていた。世界の

教育改革の動 向を彼 らは承知 していた。 さすがパイロ

ッ ト校 の校長たちである。その資質能力 、モチベーシ

ョンの高 さは 日本 の教員 に見劣 りす るものではなかっ

た。

私は、これか ら始まる研修では、何かを教えてあげ

る とい う上か ら目線のスタイルではな く、教育の在 り

様 を共に学び合お うとい う、相手をプ ロフェッシ ョナ

ル として リスペク トする態度が必要であると再認識 さ

せ られ た。実際に会 うまでは、エジプ トの教員の レベ

ルが分 か らず、具体的なイメージが持てずにいた。実

際始まってみて本 当に目が覚 めた。

「かな り手 ごわい。本気で取 り組 まない と大変 なこと

になる。 ごまか しは通用 しないそ。」 とい うのが、こ

の時の感想 である。

ファシ リテーター役 の人が、話 し合いを リー ドし

て、ホワイ トボー ドにアラビア語 でま とめ、それを各

グループの通訳が 日本人 スタ ッフに伝えるとい うや り

方で彼 らの意見や感想 、疑問や質問を知 ることができ

た。スタッフ ミーテ ィングで、私たちは、あ くまでも

モニタ リングに徹 し、具体的な個 々の ことについての

コメン トや解答は行わず、 ざっくりと彼 らの省察の重

要 なポイ ン トを確認 し、意味ある探究がこれか ら始ま
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るとい うことをコメン トす ることを共有 した。 中には

緊張 してい る研修生もいるので、励 ま し、意欲づ ける

ことを心が けることとした。

エ ジプ ト国内に 日本の特別活動の学級活動の年間カ

リキュラムが導入 されていることもあって、 「トッカ

ツ」 とい う単語がキー ワー ドとして使われていた。特

別活動への興味関心は旺盛であったが、その情報は特

別活動の一部である学級活動に特化 した ものであ り、

教育課程全体の理解 は、不十分でかな り偏 ったものだ

った。

〈ホワイトボードに書かれた校長先生方の意見〉

ア.学 級活動 と学習指導の違いはどうい うことなの

か。学級活動 を是非、見てみたい。

イ.訪 問 した学校では 日直当番 がいなかったが、や

っていないのか。何故、や らないのか。

ウ.PTAの 組織の作 り方、仕事の実際のよ うす、

会長副会長の決め方、選挙のや り方等が知 りた

い。

エ.先 生 と子 どもたちの関係 が、 とても調和的で素

晴 らしい と感 じた。 どのよ うに した らこのよ うに

なるのか、段階 を追って教えてほ しい。

私 は協働による学び合いで重要な指摘を しているこ

とが素晴 らしい とい うよ うな コメン トをし、疑 問につ

いてはこれか らの研修で探究 していこ うと伝 えた。そ

れで、納得 して くれ るだろ うと思っていたが、彼 らの

ニーズは、個 々の疑 問、質問に今す ぐ答えてほ しい と

い うことであった。エジプ トの校長先生方 は、イエ

ス ・ノーがはっき りしてお り、そのことに慣れ ていな

い 日本人気質 とのギャップを思い知 らされた。 的確に

答えなかったこ とで、彼 らは少 し不満げでス トレスが

たまってい るよ うだった。

この経験は とて も重要で、 このモニタリングを今後

の研修メニ ュー に生かしていかなければな らない。予

想 していた ことではあるが、 こちら側の研修メニュー

を固定的にとらえるのではな く、柔軟 に編み直 してい

く必要があると感 じた。そ うい う意味で、この第一バ

ッチの受 け入れ は、丁寧に記録す る必要がある。それ

が、今回、教師教育の実践記録 をま とめる私の執筆動

機 である。

〈研修計画の変更〉

福井での研修の初 日であることや長い研修時間の中

で疲れもたまってきていることを配慮して、午後に予

定されていた特別活動についての解説は、明 日に回す

ことにした。

〈2/5(火)>

2)福 井大学教育学部附属義務教育学校での研修

新 しく新設 された福井大学教育学部附属義務教育学

校のプロジェク トルームは、木のぬくもりのある広々

とした空間が心地よく、研修生の皆 さんを迎えるのに

工事が間に合 って実 に幸運だった。7人 が6つ のテー

ブルでゆった りと学び合 っても、まだ十分なスペース

がある。対話的な学びが楽 しくなるよ うな素晴 らしい

施設が完成 した。

この 日は、福井市一斉の ワクワク交流デーで、小学

校1年 生 と来春入学予定の幼稚園児 と保護者 の交流会

が企画 されていた。

参観後、前期課程の福本副校長 か ら、スクールプラ

ンの説 明があった。 この中で、PDCAに よる学校評

価の話 が出る と、質問の手が多数上が り、騒然 とし

た。一つの質問に答 える間 もなく次の質 問が湧 き出

し、通

訳の良 し悪 しもあって、何 ともバランスの悪い時間 と

なって しまった。

午前中の最後は、柳澤教授が新学習指導要領の特別

活動について話題 を提供 した。アラビア語に翻訳 され

た 「目標」 「内容」 「内容の取扱い」であった。今回の

改訂は、OECDの 提唱するコンピテ ンシーペースの

改訂であ り、極めて先進的で重要な提案 であることが

強調 された。落ち着いた雰囲気の中で読み込める資料

が手に入ったことが決定的に重要であると確認 した。

午後 には、小学校2年 生の社会創生プロジェク トの

授業を参観 した。 これは、班 ごとに近 くのお店屋 さん

を訪問 して販売の工夫等 をポス ター にま とめる学習だ

が、 この 日はそのまとめ、プ レゼンの時間であった。

子 どもたちは、話 し方の工夫、聞き手の工夫等 を共有

した後 に2ク ラス合同で学び合った。

〈参観の様子 〉

授業参観 の中で印象深かった ことは、学級 内の掲示

物 に興 味を示す とい うことである。特にゴム版画 と給

食 当番表に注 目していた。版画の作成 され るプロセス

や実物 を見せてほ しい とい うリクエス トがあったの

で、 これに応 えた。

給食 当番の役割分担表 はエジプ ト語に訳 して手渡 し

た。1週 間 ごとに当番 が変わることや金曜 日に白衣 を

持 ち帰 り、洗濯 してくることに驚 いていた。

このよ うなことも保護者の協力だ と伝 えた。特別活

動が 日本か らエジプ トに伝わ り、 「トッカツ」が英語

やア ラビア語 の単語の中に混 じってそのまま使われて

いることには驚か された。それ故、 日直当番 は一 日交

代、給食 当番 は1週 間交代、係活動や清掃担当場所 は

半年 ごとに変わ ることを伝えると聞きたい ことの回答

が分かって納得 していた。

質問の大半は、この ような時間は素晴 らしいが、 ど

のよ うに時間を確保 しているのか。教科 の時間に影響

はないのか とい うものだった。 この社会創生プロジェ

ク ト学習の時間は、国語、生活科 、道徳、特別活動等

の授業時間を総合 して生み出 していることや年間計画

に基づいて実施 しているので教科 の時間は確保 されて

いることを説明 した。
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エ ジプ トの校長先生の中には、子 どもたちの学びの

様子 に興味 を示 さず 、通訳の人 に 「私たちが知 りたい

ことは、このよ うなことではない。」 「校長が行 う教員

評価の ことが聞きたい。」 「PTAの ことが知 りた

い。」 「校長室を見せ てほ しい。」 「校長の一 日の勤務状

況が知 りたい。」 と激 しく詰問す る人がいた。

「何故、 うま く通訳 しないのか。」 「事前 に計画が分

かっていたのだか ら準備 を してお くべ きだ。」 「今更、

英語訳やア ラビア語訳のない ものを見せ られても困

る。怠慢 なのではないか。」 「一 日目に特活の講義 をす

るといったのに、予定が変更 されて聴 けなかったのは

おか しい。」な どと、激 しく言 い寄 られて通訳が困惑

していた。それで、急遽、午後 は彼 らの具体的な質問

に答 えることとした。

〈質疑応答 〉

沢 山の質疑応答が繰 り広げ られた。研修生の聴 きた

い質問に対 して、後 まわ しにす る姿勢は もはや通用 し

ない。彼 らは通訳に対 して、大変厳 しい 口調で 「どう

して正 しく通訳 をしないのか。」 と怒 りを顕に し、通

訳は心的ス トレスで疲れ果てて しまった。

ガス抜 きの意味 も込めて、以下に示す ような彼 らの

質問に対 して、福井県の教育の実状を紹介 しなが ら丁

寧に説明 した。

どの ように決 めるのか、選挙 も含 めて悩 ま しい問題だ

とい う。PTA会 長が、学校 に協力的でなく、無理難題

を押 し付 けてくるよ うなことも起きていて困っている

とい う。 日本では、PTA会 長や役員のな り手がいない

こ とを伝 える と、彼 らは大変驚いていた。

学校 の応援団 として 日本のPTA活 動を具体的 に示す

と、 自分たちの学校で も積極的に取 り組みたいと興味

を示 していた。 日本では当た り前の登下校の見守 り活

動 は珍 しい らしく、実際に見てみたい と話 していた。

エジプ トの先生方は、学級活動 と学級指導が特別活

動の全 てであるとい うような認識 を持っていた。学校

行事、児童会活動 、クラブ活動 とい う内容について

は、欠落 していたので、私たちの説明がなかなか理解

できない よ うであった。

「ミニ特活」 としてエジプ トで当番活動や清掃が普

及 していることもあって、 日本の学校でその原型を見

せてほ しい とい う声が大変強かった。 この研修 を通 し

て一番両者 の溝 となったのが、 この特別活動の理解 の

違いである。安直な形でエジプ トに先行 して伝 えた

「ミニ特活」が、 日本の特別活動 とは違 うものである

とい うことを どのよ うに説明す るのか、理解 して もら

うのか とい うことはかな りの難問であ り、 この後 も引

きず ることとなった。

・教員 の副業 について

・PTAの 会則やPTA会 長の決め方について

・当番活動について

・学級活動 と学級指導について

・特別活動の時間数について

・管理職が行 う教職員評価の実状 について

・教頭 の仕事 について

・校長 の仕事 について

・教員 の研修 について

この中で印象深かったこ とを紹介す る。教員の副業

についての質問に対 して、「何故、その様 なことを聞

くのか。」 と私 が通訳 に聞き返す と、「エジプ トの公立

校 の先生の給料は安 く、皆、塾や家庭教師のアルバイ

トを しています。」 「油断 していると勤務 時間 中なの

に、学校 を離れて しま う先生 もいます。」 「パイロッ ト

校 の先生方の給料は公立校の1.5倍 くらいに高 くして

あるので、アルバイ トの必要はあ りません。」 「エ ジプ

トの公 立校においては、放課後、教員が協働で授業研

究をする とい う環境 が整っていないのです。」 とのこ

とであった。

エ ジプ トの教育のことを何 も知 らない私 は、 自分の

常識が通用 しない とい うことを再認識 させ られ た。

PTAに ついては、まだ組織ができたばか りで、 どの

ように機能 させてい くかが手探 りの状態だ とい う。地

域の名 士であるPTA会 長 にな りたがる人が多数 いて、

〈研修計画の変更 〉

昨 日の特別活動 の解説 をマネジメン トコースのみで

行 った。アクテ ィビィティのコースについては、授業

参観を した。2コ ース分かれて実施す る方が、ど うも

収ま りがいい と感 じた。校長先生方の中には、「自分

たちとアクテ ィビィテ ィの先生方 を同 じよ うに扱って

ほ しくない。」 とい うオー ラが出ていたか らだ。学習

指導要領の特別活動 をアラビア語 で学べ たので、校長

先生方 は落ち着きを取 り戻 した。

終了間際に校長先生の中か ら次のよ うな要望が出 さ

れた。

「校長室を是非見せてほ しい。」

「校長先生 の一 日の仕事について知 りたい。」

「校長先生 と直接話をさせてほ しい。」

当然 のこととして、研修メニ ューは事前に決まって

いる。急にそのような ことを言われて も、相手 にも予

定があ り、わか りま した と即答できるはずがない。

「エジプ トの校長先生方のわがままな要求を全て聞

いていた ら大変なことになる。」 とい う通訳の苦悩の

顔 を見て、私 自身も本当に困惑 した。ただ、無視す る

わけにもいかずスタッフ ミーテ ィングで検討す ること

とした。

〈2/6(水)>

3)福 井大学教育学部附属義務教育学校での研修
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縦割 りの遊び としての 「フリス ビー」を見学 した。

「特活」だ とい うことで興味津 々。6年 の子 どもたち

は 「思いや り」 をテーマに学級活動 で話 し合い、一年

生が楽 しめるよ うな企画を練って、この 日を迎えてい

る。

授業参観 した後、昨 日、要望 のあった 「副校長室」

「職員室」 を訪問 した。要望が叶い校長先生方 は、活

き活 きとしていた。詳細は、〈研修計画の変更〉で記

す。

午後はマイケル ・フランの 「ThePrincipal」 を

英文で読んだ。午前 中は、体験 中心で満足感があった

が、午後 の座学 については、あま り歓迎を していなか

った。 「せっか く日本 に来ているのだか ら、本を読む

ことはないだろ う。」 「本だった らエジプ トにいても読

める。」 とい う思いが強いのだろ うと感 じた。

〈研修計画の変更〉

予定の研修 を変更 して、「副校長室」 「職員室」 を訪

問 した。教頭先生、教務主任 に対 して、エジプ トの校

長先生方 にか ら教頭 の仕事、教務主任の仕事、時間割

り表 についての質問が殺到 した。エジプ トの校長先生

方は、移動の途 中で学年会の 「修学旅行 のプ ロジェク

ト会議」について も参観 し、協働 で学び合 う教 師集 団

に驚いていた。

副校長室で牧 田先生か ら校長 の一 日の仕事 を説明 し

て もらった。組織運営についても、 「主任会」、 「学年

会」、「研究部会」、 「生徒指導部会」等 について詳 しく

レクチャー してもらった。

校長の学校経営についても、「校長便 り」、 「学校便

り」、「書籍出版」、 「情報収集」、「説 明責任」等 、マネ

ジメン トの実際について丁寧な質疑応答が行われた。

エジプ トの校長先生方は、これが知 りたかった とい う

顔 で頷き、納得 していた。

その後、予定を変更 して、全体で 「質問タイム」を

持っ こととなった。 これまで各 グループ単位におい

て、いろい ろな質問が出 されていたので、全体で共有

してお こうとい うことになったか らだ。 この よ うなガ

ス抜 きは必要で、 グループの温度差を埋めるためにも

適宜実施す る必要があると感 じた。

ここでもPTAが 発足 して3か 月で苦労 している状況

が紹介 された。 「どうした らPTAが 協力的になるの

か。」 とい う質 問に対 して、学校 をオープンに して、

子 どもたちの良い ところや成長 の様子 をどん どん発信

するとよい ことを伝 えた。

その他 にもPTA会 費のこと、PTAの 選挙のこと

な ど 「HOWTO」 的な質問が、次々 と出された。 ある

程度、的確に答 えていって、 ようや くPTAで ない質

問が出された。それ は、教師の授業研究について聞き

たいとい う質問だった。教師教育や レッスンスタデ ィ

の こと、教員育成指標についても説 明する必要を感 じ

た。

11:30AM～ マイケル ・フランの 「ThePrincipal」

の1章 、3章 の概要 を解説 したのち英文 で読んで もら

った。校長の中には英文が苦手な人 もお り、堪能な人

がア ラビア語で説 明する とい うよ うな、学び合 うコミ

ュニティに少 しずつ近づいていってい るよ うに感 じ

た。

座学が嫌いであるとい う彼 らであったが、柳澤教授

の丁寧 な解説 に耳を傾 け、熱心に書 き込み をす る姿を

見るにつ け、的確 で適切 な架橋理論の提供は必要であ

る と再認識 した。実践を振 り返 り、意味づ け、記録す

る習慣 は、なかなか身に付 くものではない。粘 り強 く

取 り組 んでい くことが大切だ と感 じた。

〈明日の学校訪 問のスタッフミーティング〉

イスラム教 の戒律で何が食べ られないのかが分か ら

なかったので給食 の提供 は難 しかった。 「ガーナ ミル

クチ ョコ レー ト」や 「ビスコ」は大丈夫 らしい。ただ

し、そのお金 をどうするか。ス タッフの ミーテ ィング

で珍 しく意見が分かれた。体調 を崩す人 も出てお り、

大使館 とのや り取 りも必要だ とい うことになった。改

めて命 を預かってい ることの重要 さを再確認 し、無理

なスケジュールについては見直 さない とい けない。 と

もか く油断大敵である。

明 日の学校訪問で昼食が遅れ るために、水 と菓子 を

大学側 で準備 してい くことになった。突発的なことで

通訳の数が足 りな くな り、和 田小学校では英語でのや

りとりで通訳す ることになった。英語力 の高い教職大

学院のスタッフの王 さんが随行す ることになって、一

安心できた。

〈2/7(木)>

4)大 きな転換期となった福井市の小学校訪問

私は、福井市和田小学校で7人 のエジプ トの校長先

生 と1人 の通訳を待つ予定であった。 ところがいきな

りアクシデン トが発生 した。7:30の 到着予定であっ

たのに、すでに7:10に ジャンボタクシー は和 田小学

校 に到着 していた。

しかも通訳 の人はまだ到着 していない。アラビア語

も英語 も流暢 には話せない 日本人の先生方が もてな し

ていた。マ レーシアの 日本人学校 で教頭 をした経験 の

ある塚本教頭が、笑顔満面でア ラビア語 を使 って朝の

挨拶を交わ していた。

野瀬校長は、暖かな校長室の ソファーに腰 かけた彼

らに、1年 間の学校行事の映像 を見せていた。言葉 は

分か らなくても、その もてな しの心 にエ ジプ トの校長

先生方 は好感 を持 って くれてい るよ うで内心ほっとし

た。そ うこ うしてい る うちに、通訳のできる王 さんが

到着 した。流暢な英語で英語の達者なエジプ トの校長

先生に説明を して、その人が レシーバーで他 の人にア

ラビア語で通訳するとい う、 日本語⇒英語⇒アラビア

語 とい う3次 元通訳が始まった。 どうしてこのよ うな

形 になったか とい うと、体調 を崩 して入院 した研修生

に1人 の通訳が張 り付 くことになったか らである。
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改めて今回の研修が4週 間の長きにわたることと健

康管理の難しさを痛感した。持病や薬の事前把握、総

合病院への搬送、非常事態のための通訳の確保、大使

館の支援体制等、多くのことを学んだ。

〈参観授業等 〉
・朝の登下校の様子の観察

・ラン ドセルの中身、持 ち物の観察
・朝の会の 「読書」、 「クラスの歌」、 「健康観察」
・生活科 「1年生の生活の振 り返 り」

・書写 「友人」 「エ ジプ ト人の研修生の書写体験」

・総合 「体に良い食べ物 について」

・音楽 「合奏」

・体育 「縄跳び大会」 「PTA参観授業」

・特別支援学級 「けん玉名人」

・図工 「金づ ち、のこぎ りで木工」

朝の登校の旗持ちをするPTA活 動 に興味を示 し、具

体的な質問 を保護者 にしていた。学校 とPTAの 調和的

な関係 をエジプ トの学校に取 り入れ たい と話 してい

た。

「朝の会」の子 どもたちの主体的な活動の姿も興味

津々であった。特別活動の教育の成果であることを説

明す ると、活き活き した子 どもの姿が素晴 らしいと話

していた。

れた。

王 さんの的確な通訳で、皆大満足であったが、アラ

ビア語訳がほ しい とい う声 もあった。 どのような資料

を事前 にアラビア語 に翻訳 して準備 してお くとよいか

とい うことは、今後の課題である。

〈保健室見学〉
・養護教諭の専門性

・生徒の主体的な委員会活動 ・係活動

・機能 している保健室

・歯磨 き人形の制作

・洗ってないところが光る手洗いマシーン

・係活動の健康観察 ・出欠黒板

インフルエンザが流行 している時期であり、出欠黒

板の記入を保健委員が行い、養護教諭、校長が朝のう

ちに全校の状況を把握するシステムにエジプ トの校長

先生方は感動 していた。

「エジプ トの保健室 は、怪我や病気の子 どもたちが

い る場所で教育の場にはなっていない。」

「ベ ッ ドがふかふかで気持 ちよさそ う。」

「養護教諭が、 リーダーシップを取って健康教育

を指導 しているのが素晴 らしい。」

とい うよ うな感想 を話 していた。

発
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さすが教員。エジプ トで教師 として長 らく黒板に字

を書いていたので、校長先生方の筆遣いは見事 であっ

た。 とても初体験 とは思えない出来栄 えだった。

〈校長懇談 〉
・学校行事の年間計画について

・学級活動 の年間計画について

・校務分担表 について

・担任の指名 について

・教員評価 について

・学校 目標 について

・健康教育について

・PTAの 役割について

校長が、校長室で教育活動について映像 を使 って説

明を行った。校時表 、学校行事や特別活動の年 間計

画、校務分掌表、PTA組 織等、数多 くの資料が提示 さ

〈給食指導〉
・配膳の様子の参観

・班ごとに給食を取 りに来ることを告げる 「呼び出

し係」の仕事ぶりの参観
・給食の後の歯磨きの様子の参観

・歯磨き人形の活用体験

歯磨 きの人形に思わず この笑顔。校長先生方 は、こ

のよ うな時間が大好 きな様子で、すっか りリラックス

していた。

〈昼休み〉
・教室内の長縄跳び

和田小学校は、マンモス校で体育館 も割 り当てが決
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まっていて常時使えない。子 どもたちは、狭い教室を

有効 に活用 して運動 を楽 しんでいた。長縄跳びをす る

子 どもたちにエ ジプ トの校長先生方は 目を丸 くしてい

た。遊びを工夫す る子 どもたちが、 とて も頼 もしく思

えた。

〈学校との事前連携について〉

マネジメン トコースの校長先生が訪問 した学校は、

福井市和 田小学校、宝永小学校、円山小学校である。

どの学校の校長にも学校 を公開することに対 し、快

諾 していただいた。何か と多1亡な学校の状況 として

は、働 き方改革 に配慮 して、視察についても本 当の所

は遠慮 したい とい うのが本音だろ うが、今回は遠方か

らの客人 とい うこともあって、 自分たちに とってもい

い経験になるとい うことでスムーズに事が運んだ。

福井の学校 は、学校間の格差が少 なく、 どの学校で

もよかったのだが、なるべ く大学に近い大規模 の学校

を とい うことで上記 の3校 を選んだ。 これ らの校長

は、私がこれまで一緒に勤務 した ことがある、信頼で

きる行政経験豊富なベテランでもあった。

エ ジプ トの教員研修 とい うことは、各学校において

も初 めての経験である。福井大学 として、 どのよ うな

視察 をお願い したいのか、各校長 と事前の打ち合わせ

を丁寧に行った。具体的には、以下のよ うなことであ

った。

「校長先生 との懇談の時間を設けてほしい。」

「朝 の登校の様子、朝の会、授業、給食、昼休 み

等、7:30～14:00ま で参観 させてほしい。」

「小学校の低学年 を中心 に参観 させてほ しい。」

「いつ も通 りの活動や授業 を見せてほ しい。」

「学校行事、子 どもの委員会活動、係活動、縦割 り

活動等が知 りたい。」

「特別活動、技能教科の授業を参観 させてほし

い。」

「学校の教育活動全般の話 をしてほ しい。」

「カ リキュラムの工夫、地域 との連携、働 き方改革

等 の話 も聴 きたい。」

「特別支援学級や保健室の先生か らも話が聴 きた

い。」

「学校要覧、スクール プランなどの資料の提供、

説明をお願い したい。」

「給食 は食べ ない。」

「お祈 りは行わない。」

エ ジプ トの校長先生方は、7人 のグループでた くさ

んのクラスの授業参観 を行った。子 どもたちと直接ふ

れあ うことができて、校長先生たちは大変喜んでい

た。特に特別支援学級の児童 との交流では、 けん玉を

して互いに遊び、満面の笑みであった。それは、今ま

での研修 で見せていた顔 とは全 く違 うもので、子 ども

たちに寄 り添 う優 しい教師の顔その ものであった。

この 日は縄跳び大会があ り、保護者 も多数応援に来

ていた。PTAが できて 日も浅いエ ジプ トの校長先生

方 は、興味津 々で ビデオに収 めていた。

校長室で校長か ら直接 に学校経営のマネジメン トの

勘 どころの話 を聴 き、年間行事の様子についてもパワ
ーポイン トで紹介 して もらった。

校長 、教頭、教務の先生は、準備 した様々な資料 を

もとに、実に丁寧 に学校 の様子 を紹介 し、様 々な質問

に的確 に答えて くれた。

4週 間とい う長 い研修 の中では、 リズムを作 ること

が大切 にな る。 この 日の学校訪問は、ま さに 「百聞は
一見に しかず」であ り、研修 のハイ ライ ト、 目玉 とな

った。

この 日の学校訪 問をいかに濃密 な時間にするか。 か

ゆい ところに手の届 く学校訪問にす るか。私は、事前

に各校 の校長先生方 に研修の様子を リアル タイ ムで伝

えておいた。今、 どの ような研修 が附属義務教育学校

の中で行われているのか。そこで どの ような質問が出

てい るのか。エジプ トの校長先生は、何 が知 りたいの

か。携帯電話で実際の様子を伝 えておいたことが この

日につながった。

〈2/8(金)>

5)公 立小学校訪問の振り返り

大学において、昨 日の小学校訪 問の振 り返 りを行 っ

た。3班 構成 のマネ ジメン トコースのメンバー は、ク

ロスセ ッシ ョンで意見交換 した。

〈2/11(月)>

6)質 の良い実践記録の提供

大学で実践記録 の 「スズメのかたび ら」 「動 くおも

ちゃ」を読み、感想 を話 し合 った。

〈2/12(火)>

7)義 務教育学校、附属幼稚園での参観授業

午前 中は、中学1年 生 と小学校4年 生 との理科の合

同授業 を参観 した。 中学生は、光 ・音の学習、小学生

は水が気体になることの学習であった。互いにグルー

プで紹介 し合 った。研修生か らは、「この学習 内容

は、教科書に書いてあるのか」 とい う質 問が出た。 こ

れ は、学習内容の縛 りが強いエジプ トにおいては、発

展的な学習へ の理解が十分でないこ ともあ り、当然で

あるともいえる質問であった。

その後、牧 田副校長 と木下研究主任 か ら校 内研修 の

や り方 をレクチャー した。 これは、「どのよ うに教員

を育ててい くのか。」 とい う彼 らの質問に答える形 で

行 った。

午前 中の もう一つの参観は、幼稚園の3歳 、4歳 、

5歳 児 の自由遊びであった。エジプ トの校長の中には

幼稚園を併設 してい る者 もお り、以前か ら参観要望が

強かった。 これ らを柔軟 に編み込むのは至難 の業だ

が、研修生の要望、意向に寄 り添 う、ま さにオーダー
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メー ドの研修 が生み出された。

参観 して考えた後 、午後 には、斉藤副園長か ら 「学

びに向か う遊 び」について説明があった。質疑応答 も

十分 にできて、皆、満足げであった。彼 らの作成す る

学びの レポー トの中でどのよ うに振 り返るのかが楽 し

みである。

午後のも う一つの研修は、 コミュニティ ・オブ ・プ

ラクティスの第3章 を読む ことであった。

〈2/13(水)>

8)福 井大学教育学部附属義務教育学校の「学P」参観

朝一番 は、後期課程の中学生の学年会の様子 を参観

した。その後、柳澤教授 が生徒主体の活動 とい うテー

マで特別活動について学習指導要領 をもとに解説 し

た。

それは、 コンピテンシー レベルで3つ の 目標(協

働 ・コミュニケーシ ョン ・自律)が あるとい うことで

あった。附属中学校 の木下研 究主任 と教職大学院のス

タ ッフのポ リンさんがプロジェクタの映像で補完 し

た。鍵は生徒 のエージェンシー(agency)で ある。繰 り

返 し繰 り返 し特別活動 と各教科等 との融合 を説 明 し

た。

その後、実際に生徒が主体的に運営 してい る学年プ

ロジェク ト(学P)を 参観 した。生徒主体で進める修学

旅行のプロジェク ト学習である。修学旅行で文部科学

省 を訪問 して、 自分 たちのキャ リア教育の成果 を報告

するとい うものだが、単なる報告ではな く、 「いかに

提案 内容 を練 り上げて意味のあるものにす るか」 につ

いて話 し合われた。

この ように、教師の仕掛 けを学び、特別活動 の一番

大切 な生徒の主体性 の理念 を押 さえた上で、子 どもた

ち主体の活動を実際に見てもらうことで、エジプ トの

校長先生の学びも落ち着いた ものになっていった。当

初の頃の混乱、不安 の表情は消 えて、通訳の声に静か

に頷いていた。

参観後 にホー ムでチームごとに振 り返 りをした。そ

の中での彼 らの感想 は、参観 した 「学P」 が素晴 らし

い活動であるとい うものだった。その理由 として、次

のよ うなことを挙げた。

ア.生 徒 が、生徒のグループの話 し合いを リー ドし

ている。

イ.自 分たちが学びたい ことや発表スタイル を選択

している。

ウ.生 徒が 自分たちの学習を企画 している。

エ .こ のよ うな学習を進化 させ ることで生徒は 自信

をつ けるだろ う。

オ.先 生は、生徒の発表に相槌 を打ち、整理 しなが

ら誘導 している。

「21世 紀 型 ス キル 」や 「OECDEducation

2030」 」 で大切 に され て い る概 念 を踏 ま えた、適 切 な

評価であった。

「福井の校長先生方 ならば、 どの ようにコメン トさ

れ るのだろ うか。」

「的確 に見取れ るだろ うか。」

正直、少 し心配になった。未来の教育に対するエジプ

トの リーダーたちの姿は、 とて も意欲的で頼 もしかっ

た。エージェンシー に満 ち溢れていた。

興味深い 日本 とエ ジプ トの教育の違いについて指摘

す る意見 もあった。

「エジプ トでは、個を鍛える教育 をしている。 日本

は集団で学び合 う教育を してい る。エジプ トでは協働

での学びが弱い。 日本では50年 間も特活 をして きて

いるのに、一人一人の個 としての力は弱 いように感 じ

た。本 当に成果が上がっていると言 えるのか。」

鋭い観察眼である。確かに 日本人は、引っ込み思案

で個 としての表現力、 自己アピールは弱いか もしれ な

い。 このあた りは、む しろエジプ トの教育に学ぶ必要

がある。

午前の最後 には、 この 日の前半の学習 の振 り返 りを

チームで行った。午後の最初 にJICAの 田中氏か ら

「何がこの学校で一番す ごい と思いま したか。」 とい

う質問が出 された。 こ うい う時にエ ジプ トの人たちは

積極的に手を上げる。 このあた りが 日本人 との違いで

あ り、学ぶべ き点である。

「先生があれを しな さい、これを しな さい と指示 ば

か りす るのではな く、生徒に学び方の方法 を教 えてい

るのが素晴 らしい。」 「計画 ・実行 ・振 り返 りの学びの

サイ クルが確立 している。」エ ジプ トの先生方 は、い

っ も堂々とコメン トしている。

日本人特有 の消極性 を反省 している時に感動的な出

来事が起 きた。附属 中学校の中1の 生徒 が、 自分たち

の学Pで 未来 の教育 を提案 した時だ。 「その ようなこ

とは、教科書 に書いてあるのか。」 とい うエジプ ト人

か らの質問に対 して、 「教科書 は答が一つ に決 まって

います。学Pに 教科書はあ りませ ん。」 「学Pは 自分た

ちで考え合 う時間で、答 は決 まっていません。」 と生

徒が堂々と答 えたのである。学Pの 評価 を気に してい

たエジプ ト人 にとって、この生徒 の姿は何 よりのエ ビ

デ ンスになった。大 きな拍手が生徒たちの確 かな自信

になったことは言 うまでもない。

その後、柳澤教授が学Pに ついて解説 を加 えた。学

Pが 、カ リキュラム ・マネジメン トと連動 してい るこ

と、サイ クル を重ねて質が高まるこ と、縦の学年で学

び合い学校文化を伝 えあ うこと、等の説 明があった。

縦の学び合いは順調にい くはず がな く、毎年、1年

生 はレベルが低い とい う批判 を受けて、悔 しい思いを

す る。 その生徒たちが次 のサイ クル にチャレンジして

強 くなってい く。現実の生徒 の姿、失敗 があることを

隠 さず伝 えた。 しか し、2年 目になると生徒は大きな

成長を見せる。そのよ うなことを見込んでカ リキュラ

ムを見直 し、デザイ ンしているとい うことも付 け加 え
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られた。

教師集団は、学年チームで協働 し、5～6人 で担当

する。3年 のサイ クル を経験 したベテ ランが2人 ほど

いるものの初 めて附属 中に赴任 した者 もいる。彼 ら

は、附属 の学校文化 である3年 のダイナ ミックなサイ

クル を経験 していない。 トライア ン ドエラーの連続に

悩む ことになる。

「これ に意味があるのか。」

「テーマに3か 月もかかっていていいのか。」

「大丈夫。 あなた も子 どもたちもいい経験 をしてい

るのよ。」

「心配 しないで辛抱強 く、続 けていってね。」

2年 経過する と、子 どもたちの成長 に驚か され る。

その変化 は、この ように3年 間の長期 にわた るカ リキ

ュラムのデザイ ンな しにはあ り得ない。その ような学

校 を校長が支えているとい うことを伝 えて、その様な

コミユニテ ィ作 りに成功 した実践記録である 「コ ミュ

ニテ ィ ・オブ ・プ ラクティス」へ と話はつながってい

った。

「コミュニテ ィ ・オブ ・プラクティス」の第4章 を

読んだ。その後、特別活動研究 として、短期 ・1年 ・

長期の年間プラン作 りの講義を行った。そのプランの

軸は、子 どもたちの活動 ・教師の協働 ・保護者 の参加

であった。

<2/14(木)>

9)福 井大学での今週の振り返り

午前中は、チームで今週の研修内容 について振 り返

り、役割分担を しながら記録にまとめることになっ

た。 ここで興味深かったことは、校長のマネジメン ト

コースのA・B・Cの3チ ームでや り方が違ったこと

だ。Aチ ームは、 「割 り当てをす る前 に、も う一度み

んなで省察 したことを話 し合お う。」 とい うことにな

って、記録 をま とめる時間が足 りな くなって しまっ

た。議論好 きのエジプ ト人 らしいエ ピソー ドだ。

Bチ ームは、時系列に記録を作 るのではなく、ま

ず、テーマ を決 めて、そのことを意識 して今週の振 り

返 りをしよ うとい うことになった。Cチ ームは、機械

的に時系列での割 り当てを して、 さっさと作業が始ま

った。 自分たちで 自分たちの コミュニティを運営 して

いるので、 当然、 このよ うな形態の違いが生 じる。ま

さに 「為す ことによって学ぶ」体験をそれぞれ が して

いた。 このあた りも今回の研修では狙 ってお り、コミ

ュニテ ィの成長が少 しずつ見 られ るよ うになってき

た。

午後には、 「エジプ トに帰った後に、 どのよ うな特

別活動のプ ランニ ングをして仲間に伝 えるか」 とい う

かな り具体的なアクシ ョンプランについて考 え合っ

た。短期 ・長期でのアイデアについて語 り合い、聴き

合 った。かな り重要な ことを押 さえてお り、研修の成

長 を実感 した。

「エジプ トに戻った ら、す ぐや りたい ことがある。

それ は、朝、登校 してくる仲間に校門の所 で皆に

笑顔であいさつをする子 どもたちの活動だ。」

「保健室は、ただ病人が寝てい るだけの場所 だった

が、ここにも大きな保健指導の可能性がある。子

どもの活動 と併せて教育的に機能 させたい。」

「エジプ トには、教え込みの教員が多い。子 どもた

ち同士で探究す る授業改革に取 り組みたい。」

「教師同士が、仲間で学び合 うよ うな部会、研究会

を立 ち上げたい。」

「自分の学校 の状況 に合 わせ て、 リア リテ ィをもっ

て、 日本で学んだことを取 り入れていきたい。」

エジプ トの校長先生方のホームチームでの話 し合い

は、かな りリラックス してきていた。ファシ リテータ
ーは残念なが ら存在 していないが、それぞれが仲間 と

の関係性 を深 め、互恵的に刺激 し合ってい る。

私は、ここで体験 してい るホームチームやクロスセ

ッションでの学び合いのスタイルや システムを本国に

持 ち帰 っていただきたい と思った。学び合 う専門職 と

してのプロフェッシ ョナル ・ラーニング ・コミュニテ

ィが、具体的な実践 を通 して、エジプ トの校長先生の

中で確実に浸透 してきている。

専門職 として学習する組織がエジプ トの学校で成長

してい く可能性を確信 した。それは、免許更新講習、

合 同カンファレンス、ラウン ド・テーブル等において

学び合 う日本 の先生方の姿 とも重なったからだ。言葉

こそ 日本語 とア ラビア語で違 うが、教師の成長のメカ

ニズムは、万国共通だ とい うことも分かった。実践 し

省察 して記録 にま とめることを通 して、教師は成長 し

てい く。

省察的な実践者 として仲間 と協働で探究するコミュ

ニテ ィの形成が決定的に重要なのである。エジプ トの

校長先生方には、身 をもってそのこ とを経験 して もら

い、学校改革 の旗 を掲げてほ しい と思った。初対面の

時の こわばった彼 らの顔 を思い出す につ け、わずか

10日 間でかくも大き く変わってい くのか とい うこと

に驚か される とともに、我々が これまで実践を積 み重

ねてきた学び のスタイルが間違いではなかったこと、

効果的である とい うことを改めて認識できた。 このよ

うな こともウイ ン ・ウインの関係 の一つ なのだと教 え

られた。

〈2/15(金)>

10)福 井市啓蒙小学校での学級活動「夢の実現」参観

福井市の男女協力推進室と連携 したキャリア教育と

して福井市啓蒙小学校での学級活動 「夢の実現」が行

われた。渡邊淳子教諭の4年 生の授業である。教室の

広さの関係で参観者は、6グ ループの代表6人 に絞 り
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込まれた。

福井県教育庁義務教育課が作成 した 「希望の夢カル

テ」小学生版 、更に福井市が作成 した働 く人の ビデオ

メ ッセージを活用 しての授業であった。男女共生社会

の学習 も積み重ねてきてお り、この 日の ビデオメッセ
ージで紹介 された看護師は

、男性であった。眼鏡関係

の仕事を していたが、ボランテ ィアの経験 を通 して命

に向き合 う仕事 に魅せ られて転職 したことや仕事の大

変 さやや りがい等が語 られた。

子 どもた ちは、メモ を取 って聴き取 り、感 じたこと

を次々に発表 した。渡邊教諭 は、板書 にそれ らをま と

め上 げてい く。子 どもの学びが可視化 され増殖 してい

く様 は圧巻であった。その後、グループでの話 し合い

とな り、考 えが深まった頃に渡邊教諭の周 りに全ての

子 どもたちが車座に座った。

「哲学を しよ う。働 くことは00000で ある。」働

くことの意味を問い直す時間の始ま りだった。子 ども

たちは、 ビデオメッセージの語 りをなぞることか ら随

分進化 していた。 これまで様 々な職業の人の学習の振

り返 りや、 自分の親や家族の生 き方 、地域の人 との

様 々な交流、各教科 での学び等、多 くの学びの経験を

総動員 して子 どもたちは、言葉 を紡いでいった。

林の ように手が上が り、子 どもたちが次 々と友人を

指名 して、先生が黒板にまとめ上げる。終了のベルが

鳴って も、子 どもたちの手は上が り続 けた。その様子

は、「素晴 らしい音楽会の後のスタンデ ィング ・オベ
ーシ ョン」のよ うであ り、「二十四の瞳」の大石先生

と子 どもた ちのよ うでもあった。

クラスの中で普段 はなかなか意見を言わない女の子

が、仲間 との学びに触発 されて手を挙げ、 「働 くこと

は、人のために役に立つことです。」 と堂々と自分の

意見 を発表 した。渡邊教諭は、涙が出るほ どうれ しか

ったと後述 してい る。授業名人 の感動的な授業であっ

た。

授業後、校長や渡邊教諭を交えて、エジプ トの校長

先生方と温かい懇談会が持たれた。

「キャ リア教育 には、どれ ぐらいの時間をか けてい る

のですか。」

「それは、学級活動 の35時 間の一部ですか。それ以

外の時間なのです か。」

とい う質 問に対 して、校長か ら教育課程の説明並びに

特別活動 の内容の説 明があった。

渡邊教諭か らは、教育活動全体の中でキャ リア教育

に取 り組んでお り、学級活動だけで閉 じるものではな

い こと、い ろいろな体験を通 して学んだ ことを本 日

は、学級活動の中で振 り返 り、深めたとい うよ うな説

明がなされた。

「教育活動全体の中でデザイ ンしている とい うこと

が重要である。」 とい う説 明は、一時間完結型 ・パ ッ

ケージ型の35時 間モデル を始 めてい るエ ジプ トの人

に とっては、 自由度の高いカ リキュラム ・マネ ジメン

トであ り、なかなか理解 し難い。

エジプ ト国内において教育省は、特別活動を 「ミニ

特活」 として捉え、普及 してい こ うとしている。 この

頃になるとエ ジプ トの先生方の特別活動 に関す る認識

が大き く二分 されるよ うになった。エジプ トの 「特

活」は、 日本国内で推進 されている特別活動 とは同 じ

ものではないか ら、修正 して正 しく理解 しなければい

けない と考える人 と、国が決 めたこ とには逆 らえない

と考 える人たちに分かれたのである。

彼 らは、議論 してい く中で学びを深めていたが、正

解が見つ けられずに悶々 としていた。 この状況 は、来

日以降、常に見え隠れ していた大きな問題である。

私は、エジプ トの状況 を完全否定す るのではなく、

特別活動のあ くまでもスター トの一歩 として 「ミニ特

活」を捉 えれ ばいいのではないか とい うことと、パイ

ロ ッ ト校の 目指すべ きゴール は、福井で実際に見た子

どもたちの姿をイメージ してほしい とい うことを説 明

した。

ま さに、未来の教育において必要 とされ る 「対立 と

ジ レンマの克服」を今 ここで実践 していると感 じた。

この ようなエ ジプ トの教師教育の研修を引き受 けたお

蔭だ。私は、教師教育の海外展開の意義 は、 このあた

りにあると体験を通 して学んだ。

「日本 の子 どもたちは、 自由に意見を出 し合い、深

く学び合 っていて素晴 らしい。」

「で も、子 どもたちは、司会者が前 に出て、型通 り

の進め方の話 し合いをしているわけではない。 これ

でも学級活動 なの?」

私は、ロングスパ ンで繰 り返 し繰 り返 し省察 しなが

ら記録 し、学びを紡いでい くことの重要性 をエ ジプ ト

の人たちに粘 り強 く伝 えていかなければならない と思

った。簡単にコピー して貼 り付 けるよ うなマニュアル

に縛 り付 けられ るよ うな教育では、子 どもたちの コン

ピテ ンシー レベル の成長が心もとないか らである。そ

のことに気づいても らえるまで、この研修では粘 り強

くチ ャレンジ しな くてはならない と思った。

〈2/16(土)>

11)ラ ウンド・テーブルへの参加

土曜 日とい うこともあ り、ラウン ド・テーブルへの

参加は、オプシ ョンとい うことに したが、参加希望

は全員 であった。

「ラウン ド・テーブルに参加 した ことを証明 して く

れますか。」

「学会に参加 した ことを証明 して もらいたい。」

「証明書は出せないが、サインでな ら応 じます。」 と
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回答することになったが、 日本で このよ うな質問は出

るだろ うか。研修 も長引き、疲れ も出ているので、休

みたい とい う人 もいるだろ うとい うことでの配慮だっ

たが、必要なかった。

校長職 を教職の ゴール、いわゆる 「あが りのポス

ト」 と捉 えている人 であれば、「たまの休みだか ら自

由に したい。」 とか、「お土産を探 して、観光地に行っ

てみたい。」 と考えるのではないか。 日本人の私 なら

仲間を誘 って息抜きをするに違いない。 どんなことで

も、貧欲 に吸収 してや ろうとい う意欲的な学ぶ姿勢に

感銘 を受 けた。

この ような意識の違いは、エ ジプ トの今 日的な状況

のもた らしたもの とも言える。 日本 は少子化が深刻だ

が、エジプ トは人 口が急増 してお り、激 しい競争社会

が現実のもの となっている。競争に勝 ちあが るには、

教育への投資が不可欠で、親 たちは勝 ち組 を目指 して

子 どもが国立大学に進学す るための投資を惜 しまない

とい う。国立大学を 目指 しての教育熱が沸騰 している

のだ。

今回、来福 したエ リー ト校の校長た ちは、将来 を嘱

望 された リーダーたちで、年齢 は35歳 ～45歳 と若

い。校長 になるためには、当然、厳 しい試験があ り、

数十倍の難関を勝ち抜いた者 たちであるとい う。エジ

プ トには27県 あ り、それぞれ の県の代表たちが福井

に集まった。 まさに 「エジプ ト代表」であ り、彼 らの

肩にエジプ トの未来 がかかってい るといって も過言で

はない。

「校長 の契約は、1年 です。」

「1年 間の実績が評価 されなかった ら継続で きませ

ん。」

「私 は、二つの学校 の校長 を任せ られています。」

「海外での学会の参加はキャリアア ップ とな りま

す。当然、ラ ウン ド・テーブルには参加 しま

す。」

「国を出る前に大統領か らしっか り学んでこい と激

励 を受けま した。」

彼 らの積極性の意味が、少 し理解 できた。私 は、福

井大学連合職大学院の院生 と彼 らが出会い、ディスカ

ッシ ョンで きた らいいな と思った。 グローバル化 とい

う文字はよく見かけるよ うになったが、今一っ実感 が

伴っていないか らだ。

クロスセ ッシ ョンと言いなが らも、いつも 日本人同

士のクロスである。文化も歴史 も宗教 も違 う異国の教

員 と真剣 に 「未来の教育」について語 り合 うことは、

刺激的で魅力あるクロスセ ッシ ョンになるに違 いな

い。

うか うか してい ると、後発の国々が質の高い教育改

革を成 し遂げてい くだろ う。私 は、福井の教育は高 く

評価 されているものの、内々の議論 で鎖国の ような状

況にあるのではないかとい う心配を している。他か ら

積極的に学び とろ うとい う姿勢に欠 けてい る。それ

は、あたか も鎖国のような状態で開国を 目指 さなけれ

ばな らない。そのよ うな視点か らもエジプ トの人たち

と交流す ることには意味があると考 える。

〈2/18(月)>

12)研 修の総合的な省察

午後 、ホ ワイ トボー ドを前に研修生の皆 さんは、こ

れまでの研修の学び を総合的に省察 して、思い思いの

プランを描き出した。 大きな木のイ メージでデザイン

化す る校長は、英語でその価値づけを加 えていった。

21世 紀型学力が伸びてい く健康的な樹木のイメー ジ

である。

このよ うな大きなベク トル を共有 して、一人ひ とり

の校長 が、 自分の学校 の状況 に応 じて、オ リジナル な

プランを考えていった。プランづ くりは、互いに意見

交換を行った後に、ホ ワイ トボー ドにま とめてい くと

い う段取 りで行われ、 自分たちのチームでの話 し合い

の後に、他 のグループ とも交流 して意見交換 をする と

い う自然発生的なクロスセ ッシ ョンがあちらこちらで

生まれ ていった。

事務局か ら指示 され、や らされ てい るクロスセ ッシ

ョンではな く、 自らの意志で互いに結びっ く、ま さに

実践 コミュニテ ィがそ こか しこで成立 していた。エジ

プ トの人たちの 「コ ミュニティ ・オブ ・プラクティ

ス」が、この時、福井で動き出したと確信 した。彼 ら

は、帰 国 してもこのようなコミュニテ ィづ くりの トッ

プ リーダー として精力的に活躍す るだろ う。

私が担当 していたグループの 中では、興味深い行動

が見 られた。それ まで、どち らか とい うと受け身で皆

の意見に耳を傾 けていることの多かった女性 の校長先

生が、触発 されたかの ように意欲 的にホワイ トボー ド

に絵を描 き始 め、英語で説明を加 えていったのであ

る。

「21世紀型学力をデザインする大きな樹木の絵」

臥「
■■■■■■■■願1一
轍

綱
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プ レゼ ン後 も通訳 を通 して、意欲的な質問が次か ら

次へ と出された。大 きな反響があることに森 田主任 も

驚かれ 、「所長か らは、もっ ともっ と外へ発信 しな さ

い と言 われています。次回は、プ レゼ ンや質疑応答 の

様子を映像に撮って、県の研修の中で も紹介 した と思

います。」 と語ってお られた。 日本人以外の外国の人

か らの第三者評価 は、実に刺激的であ る。

午後 か らのプ ランニングの作成 に向けて、柳澤教授

か ら話題提供があった。

これまで控 えめであった校長が、活 き活 きと分か り

やす く説明する姿に、大変、驚か された。大きな木の

絵 を描き出すこの校長に対 して、周囲の校長たちは、

微笑みなが ら拍手を送 り、自分の意見 も出 し合 って、

よりよいものを協働 で創 り上げていった。

まさに校長先生方 の 「主体的で対話的な深い学び」

の姿 を見ることができた。そのコラボレーションのカ

は素晴 らしい。皆で新 しい学校づ くりのデザインを共

有 し、創 りだす ことを楽 しむ姿 に心か ら感動 した。そ

れは、本学が大切に している実践的なコミュニテ ィづ

くりそのものであったか らだ。

彼 らの柔軟で大胆 な構想力に脱帽す るとともに、エ

ジプ トのEJSに よる教育改革における今後の可能性に

ついて、大いに期待 できるとい う確信 を持 った。

〈2/19火>

13)福 井県教育総合研究所の研修体制に係るプレゼン

これまでの研修の中で、教員研修についても説明を

受けたいとい う声があり、福井県教育委員会と福井大

学連合教職大学院との連携による教員研修について、

福井県教育総合研究所の森田史生主任から説明があっ

た。

ポイン トは、教員の成長をロングスパンで支える仕

組みであり、クロスセッションのサイクル化である。
エジプ トでも研修はあるそうだが、古いスタイルの伝

達型研修であるという。教員育成指標の協働作成、3

回のサイクル化で行われる免許更新講習の悉皆研修で

全員の資質能力の向上を目指す福井県の研修体系は、

システム化されている。

学校のニーズに応 じた訪問研修、働き方改革を意識

した通信研修の整備、教員仲間の自主的な研究を促す

10万 円の支援制度等も紹介されて、校外研修はもち

ろん、OJTに よるレッスンスタディの重要性も熱 く語

られた。

「英語版 を拡大 コピーで配布 してほしい。」

「教員育成指標はアラビア語訳に してほ しい。」

「とても刺激的で分か りやすい説 明だった。」

「福井県ではいつ ごろか らこのよ うなシステムが始

まったのか。」

ア.エ ジプ トに戻ってか らの学校づ くりのプランニ

ングは、短期のもの、中期の もの、長期のもの

として考 えてほ しい。

イ.あ ま り長期だ と具体的に何 をしていいか分か ら

ない人 もい るだろ うか ら、まず、短期で考 え

て、具体的に実行 したい ものを小 さなプ ロジェ

ク トとしてイメージす るのも効果的である。

ウ.小 さなプロジェク トの経験 をリフレクションし

て、それ を次のプ ロジェク トにつないでいって

ほ しい。

エ.一 つのプロジェク トで閉 じて しま うと発展性が

ないので、サイ クル化することを意識 してプ ラ

ン作 りにあたってほしい。

オ.箇 条書きではなくて、チームや クロスセ ッシ ョ

ンで皆 さんが話 してい る内容 を帰国 して多 くの

人 と価値 を共有するために、文章で説明を書き

入れてほ しい。

「何故、このよ うなプ ロジェク トを立ち上げるの

か。」

「どんなカが子 どもたちに必要なのか。」

「なぜ 、教師やPTAは そのよ うなことをするの

か。」

「子 ども、教師、保護者 の3つ の層で、 どの ように

プ ロジェク トに関わ るのかを考えてほ しい。」

この柳澤教授のプレゼ ンは実に効果的であった。午

後、ホワイ トボー ドを前 に研修生の皆 さんは、これ ま

での研修の学びを総合 的に省察 して、思い思いのプラ

ンを描 き出 した。 ファシ リテー ト役の私 は、次の よう

な質問を した。

「そのプ ロジェク トは、今回初 めての挑戦です

か。」

「何故、その様 なことを行 うのですか。」

「以前に もやっているのであれ ば、今 回の ものは、

以前 と比べて何が違 うのです か。」

「帰国 して、子 どもや先生や保護者 に分 か りやす く

伝 えるために、プランの表の中に、文章 も付 け加

えて くだ さい。」

これ に対 して、 「説明を入れ ると、膨大 になって し
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ま うわ。」 と反論 されたので、 「理由や意味づ けは3っ

程度でいいので、あま り沢 山に しないで、絞って考え

てみて くだ さい。」 と返す と、 「文章で分か りやす く書

くのは難 しいわね。」 と言 われ た。ひるまずに、「今皆

さんが話 していることでいいので、まとめて くださ

い。」 と粘 り強 く取 り組むよ うに返 した。 アラブの人

たちは、物 を買 う時に値切 るとい うが、それに似たや

り取 りであった。私 にも少 しは交渉力が身 に付 いたか

もしれない。 これ もアラブ人 と交流 したお蔭だ。

話 し合いが再開 され、ホワイ トボー ドは、黒い文字

で書かれた項 目と赤い文字で書かれた理由の説 明で埋

め られていった。

<2/20(水)>

14)こ れまでの研修の省察とレポートの作成

これまでの研修を省察 して レポー トに記録す ること

で、多 くの人 と情報 を共有することができる。 この 日

は、先ず レポー トづ くりのフォーマ ッ トを説明 した

後、個人 レベルで レポー トを作成 していった。

できるだ け多 くの人 と共有す るためには、 クロスセ

ッシ ョンで初 めての人に話 したことをできるだけ文章

化す るようア ドバイスをした。 「文字 の起源の歴史を

持つ国の皆 さんの レポー トに期待 します。」 とい う

プ レゼンに拍手が起 きた。 レポー トの構成 は、以下の

通 りである。

・自己紹介

・学校訪問等、研修の振 り返 り
・今後 のアクションプラン(短 期 ・中期 ・長期)

・全体的な省察

事実の羅列 ではな く、説明 も加えているので、かな

り長文になる。苦 しい作業ではあるが、今や らない と
一週間 もすれば忘れ て しま うだろ う。 よ り深い省察に

するためにチームでのカンファレンスだけでな く、ク

ロスセ ッシ ョンによるカンファレンスも取 り入れてい

る。熱い議論 の後に静誼 な時間の中で記録化す る。明

日は、 レポー トを昼 に印刷 して、新 たなメンバー と4

人の少人数でクロスセ ッシ ョンを持っ。 ゴール を設定

して全力で振 り返 り、記録化す る様子は、教職大学院

の院生の長期実践報告作 りと同 じ学びである。

<2/21(木)>

15)フ ァイナルレポートの作成と4人 によるクロスセッション

ファイナル レポー トの作成を12:00ま で として印刷

を完了 した。昼 に柳澤教授か ら最終的な特別活動 に関

する話題提供 があった。

・日本 の新学習指導要領 「特別活動」の解説

・特別活動の始ま りと変遷の歴史

・カ リキュラム ・マネ ジメン トによる教科、領域、

学校全体の教育活動のデザイ ン

・未来の学校についての展望

思考の整理 としては、絶妙 なタイ ミングであった。

特別活動の歴史的な変遷 を知 ることで 自分たちの現在

の立ち位置が見えてきたよ うに思えた。学級活動 と学

級指導 の違いにこだわることよ りも、 これか らの時

代、特別活動 の重要性 が再認識 されなければな らない

ことや学校全体の教育課程の中でデザインしなけれ ば

な らない ことが、腹 に落ちたよ うであった。

午後 のクロスセ ッションは、1グ ループが4人 とい

う少人数 とい うこともあって、10班 構成で行った。

当然、通訳が不足 して2つ のグループを掛け持 ちす る

ことになった。次の機会では、通訳は10名 確保すべ

きである。全体のファシ リテー ター役 もや るとなると

通訳は多忙である。長丁場の研修 なので通訳 も疲れて

体調を崩す こともあるだろ う。通訳の人数確保 は、重

要な危機管理 の一つで、人数 には余裕 が必要である。

言葉の通 じない相手 との研修 はハー ドル が高 く、その

成否は通訳の質 と量 にかかっている といって も過言で

はない。

このセ ッシ ョンでは、校長 を経験 した 日本人の実務

家教員 が多数加 わった。教育実践にっいての豊富な実

績やマネジメン トの経験 を持つスタッフが加 わったこ

とで、 どのテーブル も充実 したや り取 りが展開されて

いった。それ は、福井で行っている免許更新講習のク

ロスセ ッシ ョンと相似形 を為 しているように見 えた。

湾岸諸国のサ ウジや リビア等、6か 国で教員の経験

や校長研修等 の経験のある研修生は、 「附属義務教育

学校の学Pを 自分の学校 に取 り入れたい。」 と言い、

「ガク ピー」が単語 としてそのままエジプ トに広まる

こ とを確信 した。

若い中堅の女性教員は、10分 間の休み時間のある

こ との驚 きや朝の会の充実が うらやま しい とい うこと

を熱 く語ってくれた。福井や 日本 では、当た り前す ぎ

るほど当た り前になっている学校文化である。それ を

何故 と問われ ることで、改めて学校の教育活動 を見直

す ことができた。

「自発教育、全人教育を福井の教育か ら学ぶ ことが

できた。」 とい うコメン トを聴 くにつれ、教育にとっ

て大切 なことを逆に教え られた よ うに感 じた。エジプ

トの先生方は、真摯 に学んでい るが、 「福井の先生方

は どうだろ うか。」 とい う少 し不安 な気持 ちも私の心

の中か ら湧き上った。その ような中で彼 らか ら質問を

受 けることになった。主なや り取 りを紹介する。

「淵本先生は、研修 を進 めてい く中で、私たちの印

象が どの ように変わ りましたか。」なかなかの難

問であったが、率直に答 えた。

「初めは、特別活動の ことだけ しか興味がないのか

と思っていたが、研修が進む につれて、未来 の学

校、未来の教育についてのデザイ ンを共有できて

本 当に よかったです。」
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「福井大学は、私たちにあわせて研修 内容 を柔軟 に

作 り変えて くれて、あ りがたかった。」

「それ はその通 りで、柔軟に変えてい くのは とて も

大変だったけれ ど、私たちも学ぶ ことが、 とて も

多かったです。」

「未 来の学校では、コンピテ ンシー レベルでの教育

が重要であるとい うことをエジプ トに戻って伝 え

たい と思いま した。」

「そのことが実現 できると私 も うれ しいです。」

今回の研修 を通 して、実践的なコミュニテ ィの輪が

確実 に広 まった。新 たな友人 もた くさんできた。今後

も引き続 き、継続的に彼 らの実践をサポー トしていき

たい と心か ら思 った。

〈2/22(金)>

16)福 井における最終 日、ポスター作成

福井での研修最終 日は感動に包まれていた。柳澤教

授 は、最後の話題提供 として、「特別活動の趣 旨を踏

まえて、我々が 目指すべき未来の教育」についての講

義を行った。 それは、 日本であろ うとエジプ トであろ

うと、共に目指す未来の教育への提言であった。エジ

プ トに帰 った後 も、 トップ リー ダー として実践的な コ

ミュニティを形成 してほ しい とい う期待が込め られて

いた。また、省察的な実践者 として、繰 り返 し繰 り返

し探究的なプロジェク トのサイ クル を回 して、子 ども

たちも教師集 団も資質能力 を高 めてほ しい とい う願望

でもあった。議論好 きのエジプ トの皆 さんは、疲れて

いるはず なのに、 この 日も静誼 な空気の中で集 中 して

聴いていた。 万感の思いのこもった講義が終わった時

に、マネ ジメン トコースの一人の校長先生が立ちあが

って語 り始めた。

「私 は、これまで湾岸諸国等6か 国で教職や校長研

修 を行 ってきたが、今回の ような充実 した研修 に

出会ったことはない。当初、私たちは、特活や学

級活動 のことだ けを気に して、あれ これ質問を し

ていたが、柳澤先生は じめ福井大学のスタッフの

皆 さんは、粘 り強 く、 これか らの 目指すべ き教育

のデザイ ンを教 えてくれま した。聴いた り、見た

り、話 し合った り、書いた りして考 えを深めるこ

とができた。」

す 。」

静かな拍手が起 こり、次第に大きな拍手の渦 となっ

た。あち らこちらで研修生の方が立ち上がった。会場

全体がスタンデ ィング ・オベーシ ョンの状態 とな り、

大きな感動に包まれた。私は、 これまでスタンデ ィン

グ ・オベーシ ョンは、クラシ ックコンサー トやオペ ラ

の時にす るものだろ うと思っていた。それは、欧米 の

習慣で芸術に特化す るものだ と思いこんでいた。エジ

プ トの人たちが、講義や研修 に対 しての感謝の気持 ち

で、スタンデ ィング ・オベーシ ョンをす ることに、 と

ても驚 き、 とて も感激 した。

それ は、卒業式の時に担任が味わ う感動に も似たも

ので、まさに教師冥利 に尽きる瞬間だった。大学の講

義でそれが味わえるとは、思い もよ らなかった。柳澤

教授だけでな く、多 くの仲間 とこの時間を共有できた

ことは、生涯忘れることのできない良き思い出となっ

た。

その後、これ までの研修 の中で特に印象深かった こ

とや大切に したい と思 うことについて、A4判1枚 で

ポス ター を制作 してもらった。 これ らをA3に 拡大 し

て、東京でのポスターセ ッシ ョンで使 うことになる。

思いのこもったタイ トルや斬新なデザインの中で、重

要なキー ワー ドがい くつも確認できた。彼 ら自身が 自

分の言葉で 自分のイ メージで編み込んでい ることが分

か り、本 当に うれ しく思った。あち らでもこち らでも

コミュニテ ィが形成 され、今回の研修の振 り返 りや未

来の学校への思いが語 り合われた。エジプ トに戻 り、

それぞれの実践が始ま り、仲間同士で振 り返るラウン

ド・テーブル は、間違いなく行われ るだろ う。エジプ

ト全土にEJSの 先進 的な教育が広まってい くだろ

う。 フォローア ップ研修 として、我々がエジプ トに出

向いて、カンファレンスを行 うことが計画 されている

よ うだが、フォローア ップ とい うよ りも互恵的に学び

合 う、同 じ専 門職 として、プロフェ ッシ ョナル ・ラー

ニングコ ミュニティを形成 していけた らと思 う。

二つの学校 の校長だ とい う女性 は、手書 きでボスタ
ーを完成 させた。

〈学んだことの見える化、ポスター制作 〉

「研修のメニュー を私たちのニーズに合わせて柔軟

に変更 して くれたことに、大変感謝 しています。

主体的に学び合 う附属義務教育学校の学年 プロジ

ェク ト(学P)の 様子には、 とても感激 しま した。

そ して、実際に小学校 を訪問 して、多 くのこ とを

学ぶことができました。柳澤先生の講義 を聴 く中

で、今回の研修 の意義や これか らの教育の在 りよ

うについて、深 く学ぶ ことができま した。本 当に

あ りが と うございま した。心か ら感謝 申し上げま
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17)今 回の研修の省察と今後の展望

今回のエジプ ト研修は、福井大学教職 大学院がこれ

まで行って きた月間カ ンファレンス、夏季 ・冬季の集

中講座 、ラウン ド・テーブル、免許更新講習、JIC

A等 での経験を総動員 して、再構成す るものであっ

た。

研修を始める前までは、 日本で行 っている.月間カン

ファレンスのイ メージでマネジメン トとアクティビテ

ィの2つ の コースを明確 に分離す るのではなく、でき

るだけ共通のテーマでクロス しなが ら学べた らと安易

に考 えていた。

しか し、来 日当初 のマネ ジメン トコースの校長の学

校経営に対する詳細 にわたる質問攻 めにあって、否が

応 でも校長職 のマネ ジメン トの実際や責任 について説

明せ ざるを得 なくなった。 このことは、前述 している

通 りであるが、本当に肝を冷や した。

「校長室を見せて くれ。」

「校長か ら一 日の仕事について話が聴 きたい。」

「校長は、 どのよ うに教職員の評価 を してい るの。」

「どうして英語訳や アラビア語訳がないのだ。」

「この研修が始ま るまでに時間があったはずだ。」

「どうして通訳のお前は、私たちの思いを正 しく伝え

ないのだ。」

正直、想定外の状況に陥っていた。校長職について

詳細 に答 えるよ うな研修 の構成 にはなっていなかった

か らだ。ボ タンのかけ違いに困惑 した。

しか し、考えてみれば、至極 まっ とうな質問でもあ

るよ うに思 えた。それは、マネ ジメン トコースを立ち

上げておきなが ら、 ミ ドル リー ダーコースやス トレー

ト・マスターコース と同 じように全て を扱 えばよい と

い うよ うなことは通用 しない とい うことを改めて教え

られたか らだ。

実務家教員 として、実務 に関す る質問か ら逃 げるわ

けにはいけない。今 回の ピンチをチャンス として考

え、彼 らの思いに答 えるべ きではないか とい うことを

ミーティングの中で話した。

その際、柳澤教授や三田村鞭 の柔軟な対応があっ

て、彼 らのニーズにまず答えることになった。今思え

ば、この研修全体に影響する最初の大きな分岐点であ

ったように思 う。附属義務教育学校の福本副校長、牧

田副校長には、大変、お世話になった。急なお願いに

対 して実に的確に丁寧に対応 していただいた。感謝の

言葉しかない。

エジプ トの校長先生方から信頼関係を勝ち取るため

には、丁寧に相手の声を聴き、相手の思いに寄 り添っ

て対応 していく必要があった。それは、我々実務家教

員が、学校現場で長年にわたって子どもたちと関わる

中で体得 してきた実践知そのものである。

「校長職の経験のある三田村先生、淵本先生、よろ

しくお願 い します。」

と柳澤先生か ら言われて、福本副校長、牧 田副校長 の

話 をもとに 日本や福井の校長職の仕事ぶ りについて説

明を加 えた。

それ は、 自分 自身の校長職 についての経験の省 察で

もあった。久 しぶ りに現場での血 が騒いだ。

そ して、 この状況 を学校訪問す る小学校の校長に伝

えた。マネジメン トコースのエジプ トの校長たちの思

いは、 どこにあるのか。4.月 当初 に校長が職員会議で

どの ような ことを話 して、資料 を提示す るのか。校務

分掌表 、年間計画表、校時表、年 間計画等の資料につ

いて も用意 して もらうことや学校 の説明を校長か ら直

接説明 して もらいたい とい うことを伝えた。

今振 り返ってみれば、この小学校訪問が、前述の信

頼関係 の構築 に決定的に重要であった。エジプ トの校

長先生方は、友好的で調和的な学校の様子を 自分の眼

で見て確かめることができたか らだ。

訪問校の校長に とっても良い刺激 となった。学力体

力が 日本で10年 以上 も トップクラス を維持 している

県 とい うことで、これまで もい ろいろと学校訪問があ

り、県外か らの視察者 に対 して説 明をしてきている校

長先生たちではあったが、エ ジプ トの校長先生方に説

明す るとい う経験は、誰 も持 ち合 わせていなかった。

校長 自身に とっても、自分の学校経営 に関す る振 り

返 りと意味づ けの場 とな り、第三者評価 はこれか らの

学校経営に弾みをつ ける好機 となった ようだ。私が訪

問 した福井市の和田小学校の野瀬聡校長 は次のよ うに

熱 く語 った。

「私は、自分 の学校の教職員 を信頼 している。誇 り

に思っている。悪 口な ど言った ことはない。」

このよ うな校長 の思いが、協働 的な学び舎を創 り上

げる基盤になる。エ ジプ トでは、十分に協働 の文化が

育 っていない。大きくうなず くエジプ トの校長先生方

の姿を見て、エジプ トでのフォローア ップ研修の必要
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性 を感 じた。 この小学校訪問が、研修全体の信頼関係

の絆 を太 くして くれ たことは間違いない。大きな転機

となった。

ジ ョン ・デューイの言葉である 『為す ことによって

学ぶ学習』 「learningbydoing」 に例 えれ ば、エジプ

トの校長先生方 は、 「学校訪問を して、多 くの ことを

学んだ。」

そ して、そのことの意味付けを柳澤教授 は、絶妙の

タイ ミングで下記の資料を提示 して話題提供す る等、

実践 と理論の往還を意識 した珠玉の時間が流れ ていっ

た。

(注2)

「OECDEducation2030」

「学 習 指 導 要 領 ・特 別 活 動 」(英 語 訳 、 ア ラ ビア 語 訳)」

(マ イ ケ ル ・フ ラ ン 著 「ThePrincipa1」

(エ テ ィ エ ン ヌ ・ウ ェ ン ガ ー 著)「Co㎜unityofpractice」

(ド ナ ル ド ・A.シ ョー ン著)

「省 察 的 実 践 とは 何 か 一 プ ロ フ ェ ッ シ ョナ ル の 行 為 と思

考 」

教職大学院での架橋理論の名著に交 じって、今回の

改訂で他教科等 との連携を促す特別活動の重要性 につ

いて丁寧 に伝 え られ た。アラビア語 に翻訳 して、その

歴史的な経過 と未来展望を丁寧 に解説 したのは、世界

初であろ う。児童生徒 と教員が共にエージェンシーを

高めることは、今後一層重要になる。今回の研修で

は、マネ ジメン トコース らしい実践 と理論の往還が見

られた。

日本人 の現職教員 を相手 にしてきた教職大学院の学

びにおいて さえも、これほど丁寧に説明 した ことはな

かった。県のマネジメン ト研修 と違 って、教頭や校長

の管理職 を目指す人を対象 としてきたわけではなかっ

た し、ま してや現職 の校長職 の リカ レン トの経験な ど

あるはず もな く、未知の経験でもあった。

それ故、柳澤教授 の絶妙の話題提供は、我々 日本人

スタッフにとって も珠玉の学び直 しの場(注3)と なっ

た。

(注3)

教職人学院のスタッフの学び合いは、毎週、継続的に行

われているが、時間的な限界がある。それに対して、今回

の研修は、約一か月間の長期にわたるもので教職大学院の

スタッフは、研修に参画することで、改めて教職大学院が

大切にしている学校づくりやこれからの教育の在 り様を学

びなおす機会を持つことができた。

「エ ジプ ト人を相手にマネ ジメン ト研修を実施 した

ことで、かえって 自分たちが 目指す方向性がはっ

き りした。」

「この研修 を通 して、我々の実践コ ミュニティが、

よ り広 く、よ り深 くなった。」

「学習指導要領や架橋理論の解説 を踏まえたカンフ

ァレンスについては、教職大学院の院生に とって

重要なことである。各院生が選択 して学ぶ とい う

ス タイルだけでなく、全員 が共通のテキス トを読

み込んで議論 し合 うスタイル も取 り入れ るべ きで

ある。」

とい うのが、私の率直な感想である。

今後 の月間カ ンファレンスにおいて、この ような学

び合いを取 り入れることを提案 したい。エジプ トの先

生方だけでなく、 日本の先生方にも是非、未来の教育

の在 り方について議論 してほ しい と思 うからだ。

学校 の多1亡化に流 されて、コンテ ンツベースか らコ

ンピテンシーベースへの転換が具体的にイメー ジでき

ていない院生 もいるので、チャレンジ してみる価値が

ある。

特に 「principal(マ イケル ・フラン著)」、 「コミュ

ニテ ィ ・オブ ・プラクティス」(エ テ ィエ ンヌ ・ウェ

ンガー著)」 については、年間を通 して学び合い を深

めたいものだ。私 自身、 ミニゼ ミを開 く時間的な余裕

があれ ば、院生 との読書会を年間通 して実施 したい と

考 えている。

5.お わりに

新学習指導要領 は、特別活動の改訂の経緯 として、

以下のよ うに記述 している。

「21世 紀 は,新 しい知識 ・情報 ・技術が政治 ・経

済 ・文化 をは じめ社会のあらゆる領域での活動の基盤

として飛躍的に重要性 を増す、いわゆる 『知識基盤社

会の時代であると言われている。 この ような知識基盤

社会化や グローバル化は、アイディアな ど知識そのも

のや人材 をめぐる国際競争を加速 させ る一方で、異な

る文化や文明 との共存や国際協力の必要性を増大 させ

てい る。 このよ うな状況 において、確かな学力、豊か

な心、健やかな体の調和 を重視す る 『生 きるカ』をは

ぐくむことがます ます重要になってい る。」

未来社会を見据 えて、グローバル社会 の中で自律的

に生きる子 どもたちを育てるためには、教師 自身の学

びも相似形でなければな らない。今回のエジプ トの教

員研修 か らは実に多 くのことを学んだ。

松下佳代氏 は、著書 「新 しい能力は教育を変 える

か」の中で21世 紀スキル とも言われ る 「新 しい能

力」の概念について整理 をしている。

「生きるカ」、 「リテラシー」、 「人間力」、 「キー ・コ

ンピテンシー」、 「就職基礎能力」、 「社会人基礎力」、

「学士力」等、 これか らの時代に必要 となる資質能力

が近年 、次々 と登場 してきてい る。

それ らは、基礎的な認知能力だけにとどまるもので

はな く、高次の認知能力や対人関係能力 を求める概念

である。具体的には、 「問題解決力」、 「創造力」、 「意

思決定力」、 「学習の仕方の学習」、 「コミュニケーシ ョ
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ンカ」、 「チームワーク」、 「リー ダーシップ」、 「自尊

心」、「責任感」、 「忍耐力」等、 とい うもので、この よ

うな 「新 しい能力」を身に付けることが、これ か らの

教育の中核になってい く。

松下氏は、著書の中で 「世界 中にネ ッ トワークを広

げ、多種多様 な人間 とチームを組んで仕事が求め られ

る。」 と指摘 しているが、今回のエジプ トの教員研修

は、そのことを具現化する取 り組みであった。本学が

新 しい教師教育 をリー ドしていくためには、困難では

あったが、ま さにや るべき価値 のある実践であった と

言える。

大学院の学びが 旧態然 としていて、21世 紀型スキ

ルや 「新 しい能力」を語った としても何 ら説得力がな

い。大学が、学校の教員に 「新 しい能力」の必要性を

語るのであれば、まず、大学の教員 自身が仲間 と協働

して探究的な実践にチ ャレンジす る必要がある。今回

のエ ジプ トの教師教育の研修は、最 良のプロジェク ト

であった。

10年 ぶ りに福井大学 に戻 り、国際的なメンバー と

ともに刺激的なプ ロジェク トに参画できたことに心か

ら感謝 したい。今回は、エジプ ト人受 け入れの最初の

取 り組みであったが、今後 も引き続 き海外の教 師教育

との関わ りが展開 されていくだろ う。繰 り返 してい く

サイ クル化の中で省察 を深め、よ り良い もの を創 り上

げていきたい と思 う。困難なプロジェク トに挑戦 し続

けてい くことは、未来の福井大学連合教職大学院の成

熟につなが るか らだ。
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ロバー ト・キーガン,リ サ ・ラスコウ,レ イ ヒー,池

村千秋訳,「 なぜ人 と組織は変われないのか」
一ハーバー ド流 自己変革理論 と実践一

,英 治 出版

ハーバー ド・ビジネス ・レビュー編集部 ・編訳,「 組

織能力の経営論」

学び続 ける企業のベス ト・プラクテ ィス,ダ イ

ヤモ ン ド社

金井壽宏,高 橋潔,「 組織行動の考え方」
一 人を活か し組織力を高める9つ のキー コンセプ ト

ー
,東 洋経済新報社

古 田興司,平 井孝志,「 組織力を高 める」
一最強の組織を どうつくるか一

,東 洋経済新報社

リンダ ・グラッ トン,ア ン ドリュー ・スコッ ト,池

村千秋訳,「LIFESHIFT100年 時代の人生戦略」,

東洋経済新報社;p;

トニー ・ワグナー,陳 玉玲訳,「 未来の学校」

テス ト教育は限界か,玉 川大学出版部

アマ ンダ ・リプ リー,北 和丈訳,「 世界教育戦争」
一 優秀な子供をいかに生み出すか一

,中 央公論新社

E.H.シ ャイ ン,稲 葉元吉,尾 川丈一訳,「 プロセ

ス ・コンサルテー ション」,

一援助関係 を築 くこと一 ,白 桃書房

バ トリック ・J・マ ッケナ,デ ビッ ド・H・マイスタ

ー ,「初めて リーダーにな る人のコーチング」,
一チームのカを引き出し、個人 を活かす23章 一,

日経BP社

斉藤喜博,「 学校づ くりの記」,国 土社

福 田誠治,「 フィンラン ドは教師の育て方がす ごい」,

亜紀書房

丹羽宇一郎,「 リーダーのため仕事論」,朝 日新書
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